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英語名：drug-induced taste disturbance、drug-induced taste dysfunction  

 

Ａ．患者の皆様へ 
 

 

 

 

ここで紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではありません。

ただ、副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響をおよぼすことがあるので、

早めに「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行ううえでも、

本マニュアルを参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作

用の初期症状」があることを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡して

下さい。 

 

「甘い」、「塩からい」、「酸っぱい」、「苦い」などの味が

わからないことを味覚障害といいます。何らかの薬を飲ん

だことによって味覚障害がおこることがあり、高齢者に多

くみられ、薬物性味覚障害とよばれます。 

もし、お薬を飲んで次のような症状がでた場合は、医師

あるいは薬剤師に相談してください。 
 

「味を感じにくい」、「嫌な味がする」、「食べ物の味が変わ

った」「食事がおいしくなくなった」 
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１．味覚障害とは？ 

味覚はおもに舌で感じます。また、軟口蓋、咽頭の一部でも感じます。

味覚障害の症状はさまざまで、部位的には舌の一部や片側が、また

舌全体が味覚を感じないことがあります。その程度も濃い味でないと

感じないもの（味覚減退）や、全く味を感じないもの（味覚消失）があり

ます。さらに、本来の味を異なった味に感じること（錯味）もあります。 
薬を飲んだことによっておこる薬物性味覚障害では、全体的に味を

感じなくなる、あるいは一部の味が低下する症状がよく見られます。原

因となる薬には降圧薬、消化性潰瘍治療薬、抗うつ薬、抗菌薬、抗が

ん薬、免疫抑制剤などがあります。亜鉛キレート作用（亜鉛の吸収を

抑制する作用）のある薬や唾液分泌をおさえる薬に味覚障害が起こり

やすいと考えられています。 
 
 

２．早期発見と早期対応のポイント 

いろいろな薬剤を服用している高齢者では、発症に至る時間や症状

も様々で、初期の症状を捉えることは困難なことがあります。味覚障害

がみられる場合、薬を服用した後、多くは２～６週間で症状がでます。

「味を感じにくい」、「嫌な味がする」、「食べ物の味が変わった」などの

症状がみられたら、医師又は薬剤師に相談して下さい。「口が乾くある

いは、食事がおいしくなくなった」などの症状も味覚障害の前ぶれかも

知れません。薬物性味覚障害では、発症後できるだけ早期に原因とな

る薬物を中止または変更した方が、症状の改善が見られることが多い

とされています。 
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※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクして

いる独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認する

ことができます。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に使

用したにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被

害について、医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品

副作用被害救済制度があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/index.html 

電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9 時～17 時（祝日・年末年始を除く） 

  
 


